




血友病性関節症は、血友病患者の日常生活や Rehabilitation の上に最も大き

な障害をもたらすので、これら関節変化を進展させる悪循環を断っことが最も

肝要である。この目的のために、われわれは装具単独療法、予防的補充療との

併用療法を行い、1 年以上の経過を観察し得た 36 例、42 関節について、装具

療法の効果と適応について検討した。


